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「全体」では、不便に感じたとした生活行動の上位5

種類は、「灯りの確保」(49.3 %)、「入浴」(39.7 %)、

「情報収集・連絡」(35.6 %)、「洗濯」(33.3 %)、

「トイレ」(28.1 %)であった。これらの生活行動は、

停電発生からの経過時間が「1～3日」においても比

較的高い割合を示してた。自然災害よる相違が顕著

に表れた生活行動は、「暑さへの対応」であり、令

和元年房総半島台風で40.3 %と突出して高かった。 

従って、「灯りの確保」「入浴」「情報収集・連

絡」「洗濯」「トイレ」に関連する設備・機器に対

し、停電時において非常用電源により優先的に電力

を供給することで自宅での生活を継続する可能性を

高めることが期待できる。また、停電が発生する時

期や地域によっては、停電時の自宅での生活継続に

対して上述の5種類に加えて「暑さへの対応」が重要

な要素となることが考えられる。 

 

４．今後の展開 

令和4年度においては、アンケート調査（2020年度）

とシミュレーションによるパラメトリックスタディ

（2021年度）により得られた成果を整理し、災害後

における居住継続のための自立型エネルギーシステ

ムの設計目標を検討するための技術資料を取りまと

める計画である。 

 
・ 生活行動の種類：灯りの確保／情報収集・連絡／水分補給／食事／トイレ／暑さへの対応／換気／掃除・片付け／洗濯／入浴 
・ 「停電」：停電していたサンプルの割合 

図 停電時において不便に感じた生活行動 
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１．はじめに 

 社会の高齢化に伴い在宅高齢者の入浴中の浴槽で

の溺水による死亡者数が増加している。2019年の人

口動態統計に基づき国総研で試算したところ、65歳

以上の住宅内の溺水死亡者数は年間約5,700人であ

り（表）、この死亡者数の93％を65歳以上の高齢者

が占めていることが分かった。高齢化率の推移等か

らも今後さらに高齢者人口が増加することは明らか

であり、溺水死亡事故への対策が急務となっている。 

 そこで国総研では、近年開発が進む「浴槽レス浴

室（浴槽のない浴室）」での入浴（例えばシャワー

浴やミストサウナ浴等）が溺水事故の防止に効果的

であることに着目し、現在未整備である浴槽レス浴

室のバリアフリー基準について検討を進めている。 

 

２．検討概要 

 本研究は以下の２つの検討課題で構成されている。

①浴槽レス浴室の利用安全性・容易性等の実験検証 

浴槽レス浴室の必要空間寸法や手すり位置等の検

証と入浴者及び介助者の動作の安全性・負担等の検

証を行う。 

②浴槽レス浴室のバリアフリーに係る技術基準等の開発 

上記実験検証の結果を踏まえ要求性能水準の設

定を行い、バリアフリー基準案の作成と（図は検討

項目例）、新築の住宅や既存住宅の浴室改修に活用

できる浴槽レス浴室の技術資料を検討する。 

 

３．令和３年度の検討事項 

 研究開始初年度である今年度は、入浴や浴室の安

全性に関する概念整理を行った上で、高齢者を想定

した入浴に係る行動パターンについて、車いす使用、

介助者の有無など入浴者の身体的条件別に整理した。

そして次年度実施予定の実験検証に向けて、検証す 

表 建物内での事故による死者数（2019年） 

 

べき行動パターンの動作確認や、浴室の平面配置と

シャワー（水栓金物位置）やカウンターといった浴

室内の機器の配置等を確認した。 

 

４．今後の方針 

 中間年度である次年度に浴槽レス浴室の利用安全

性・容易性等の実験検証を行い、最終年度に浴槽レ

ス浴室のバリアフリー基準案および技術資料の提案

を予定している。 

 

図 浴槽レス浴室の基準検討項目（例） 
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